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訴F事サ今中力、 Lプミ乙1， b¥ 1、

今金小学校PTAのお母さんた

ちによるマミ コ ラス発表会が

10月21目、町民センターで聞かれ、

日ごろの練習の成果を披露Lまし

た.プログラムは二部合唱「ドナ

ドナ」をはじめ三都合明「干しな

どは曲、 それにピアノ独奏 <i'tlu 
のほか、 日昭自和初叩則1に今，小トて

れたオJルレえtfンカがe敏搭さ札るなとど，、

つめかけた町民は会場い っぱいに

流れるさわやかな美しいハーモニ



町
政
発
展
に
尽
力
し
た

功
績
を
た
た
え
し
め
や
か
に
葬
儀

安
部
義
雄
元
今
金
町
長
は
、
去
る
十
月
二
十
五
日
、
函
館
市
立
病
院
で
陣
頭

部
が
ん
、
が
ん
性
腹
股
炎
の
た
め
八
+
凶
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

安
部
氏
は
、
昭
和
八
年
利
別
村
長
、

三
十
年
今
金
町
長
に
桃
任
。
二
十
七
年

余
を
本
町
の
首
長
と
し
て
町
行
政
に
尽
力
さ
れ
る
と
同
時
に
、
先
を
見
越
し
た

こ
こ
に
、
つ
つ
し
ん
で
生
前
町
数
々
の
こ
功
紡
に
対
し
て
深
〈
胤
鵠
と
敬
意

を
表
わ
し
、

ζ
冥
揺
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

い
よ
い

よ
本
格
的
な
キ
の
シ

ー
ズ
ン
に
入
り
交
通
事
故
が
心
配
な
季
節
。

と
く
に
根
雪
に
な
る
ま
で
の
路
面
は
凍
結
な
ど
の
た
め
、
ス
リ
ッ
フ
に

よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
夏
期
の
運
転
感
覚
が
抜
け
き

ら
ず
に
つ
い
ス
ビ
l
下
を
出
し
過
ぎ
た
り
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

こ
と
が
原
因
て
す
。今
年
、本
町
の
交
通
事
故
死
は
昨
年
の
十
二
月

十
=
一
日
か
ら
ゼ
ロ
記
録
音
続
け
、
十
一
月
末
て
三
百
五
十
二
日

自
に
な
り
ま
す
.今
年

b
あ
と
一
か
月
.
町
民
み
ん
な
で
注
意

し
あ
い
交
通
事
故
死
ゼ
口
五
百
日
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
.

死tゼロ記録 500日を達成しよう

冬
道
は
ス
ピ
ー
ド
半
減

車
間
距
離
は
三
倍

に

:

、、-・F

3王恵

冬
町
一
路
面
は
、
瓦
楊
と
ま
っ
た
く
追

っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
冬
期
間
的
運
転

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
慎
重
な
判
断

と
注
意
が
必
要
で
す
。
冬
型
の
交
通
卒

故
を
防
ぐ
た
め
、
迎
転
者
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
、つ。

・
ス
ノ

l
pイ
ヤ
を
取
付
け
た
と
き

タ
イ
ヤ
は
前
後
輪
と
も
同
じ
経
娠
の

も
の
を
使
用
し
‘
端
的
深
さ
は
普
通
車

で
七
J

M
以
上
‘
大
型
車
は
十
J
H
M以

上
な
け
れ
ば
き
さ
か
た
が
あ
ま
く
な
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
、

1

-
ス
ピ
ー
ド
町
出
し
渇
き
、
急
加
速
、

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
ス
リ
y

プ
を
起
こ
し
危
険
な
の
で
や
め
る
。

352日め

冬期運転に

ただいま

建設協会が65万円で

国道 277号線沿(寒昇)

に設置 Lた空通安全塔
， 

安
部
氏
は
、
明
治
二
十
七
年
古
城
県

名
取
郡
明
回
町
に
生
ま
れ
、
六
歳
に
し

て
両
親
同
開
拓
入
植
に
つ
れ
て
波
道
、

戸
井
村
日
新
尋
常
夏
末
学
校
卒
業
後
、

大
正
八
年
に
利
刻
村
に
奉
職
、
以
来
四

十

一
年
余

一
貫
し
て
‘
地
方
自
治
行
政

に
携
わ
り
、
本
町
を
道
南
に
於
け
る
屈

指
の
大
町
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
施
策
は

数
え
あ
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
ん
の

一
例
を
あ
げ
て
も
、
北
部
柏

山
総
合
か
ん
ば
い
事
業
の
促
進
、
農
業

梢
造
改
副
首
事
業
に
よ
る
営
農
基
盤
的
確

立
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
開
発
、
土
木

事
業
向
推
進
、
国
民
健
康
保
険
卒
業
向

再
開
、
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
、
先
を

見
越
し
た
街
づ
く
り
に
い
と
ま
な
〈
、

そ
の
人
生
観
は
旺
盛
な
る
責
任
感
と
気

骨
で
行
政
を
推
し
進
め
る
一
方
、
豊
か

な
人
情
味
の
す
べ
て
を
、
今
金
町
に
注

が
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
問
、
楠
山
支
庁
管
内
町
村
会
副

会
長
、
会
長
な
ど
を
も
歴
任
し
、
広
〈

管
内
的
開
発
促
進
に
も
大
き
く
貢
献
し

た
功
鎖
は
問
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
数
々
の
自
省
行
政
的
功
労
が

認
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
北
持

道
知
事
表
彰
を
受
け
、
翌
四
十
年
に
は

藍
緩
褒
輩
、
凶
十
二
年
に
勲
五
等
瑞
宝

章
の
栄
誉
に
蛾
か
れ
て
お
り
、
四
十

一

年
に
は
遂
に
附
民
向
感
樹
、
敬
前
都
内
念

か
ら
胸
像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
功
絞
と
人
柄
は
賞
賛
し
尽

部落を見廻るあ りL自の安部氏(左側)

-h品
、
道
は
タ
イ
ヤ
や
路
面
状
態
に
よ
っ

て
停
止
距
離
が
典
な
る
の
で
、
ス
ピ

ド
を
半
減
す
る
か
、
車
問
岬
距
離
を
二
倍

以
上
と
り
ま
し
ょ
-1

-
降
雪
時
は
視
界
が
悪
く
主
り
ま
す
。

お
互
い
の
安
全
を
守
る
た
め
昼
間
で
も

前
照
灯
、
尾
灯
を
つ
け
、
視
界
が
効
か

な
い
と
き
は
巡
転
を
中
止
し
、
刊
明
訴
の

回
復
を
ま
ち
ま
し
ょ
う
。

-
踏
切
は
ス
リ
y
プ
し
や
す
い
の
で
通

過
す
る
と
き
は
、
低
速
キ
ヤ
に
切
り
変

え
一
定
的
諜
皿
で
巡
転
し
ま
し
ょ
う
。

「
交

通

安

全

は
家

庭

か

ら

」

運
動
を
す
す
め
よ
う

町
交
通
安
全
巡
動
推
進
委
民
営
で
は

申
高
安
奈
且
言
内
街
に
は
じ
な
い
よ
う

一
件
で
も
交
通
中
故
を
防
ご
う
と
、
現

在

『交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
』
運
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
十
二

月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
道
路
交
通

法
的
要
点
な
ど
を
記
話
相
し
た
ハ
ン
ド
プ

Y
7を
全
戸
に
配
布
し
た
ほ
か
、

各
地

区
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
説
明
会
は
各
地
区
と
も
多
数
的
参

加
が
あ
り
、
改
正
要
点
の
懲
援
が
期
待

さ
れ
ま
す
が
、
と
く
に
自
転
車
を
利
用

す
る
人
は
で
き
る
だ
け
歩
道
を
通
行
す

る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

近
目
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た

『交

通
玄
エ
は
家
庭
か
ら
』
の
ス
テ
y
カ

を
。
ぜ
ひ
砂
ご
家
庭
的
玄
関
戸
に
貼
っ

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
亭
故
の
な
い

街
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
@

品

リ

恥

'

の
参
事
』
い
た

白日日
U

Mι
』回
'
E
E
1
U

力
あ
り
が
と
う

吋

d
亀岡唱

i
d

記

U

ハ・匂
Z

72町
内
筆

J
a℃
l
d

設
マ
4
7
キ
保
健

l

-

坂
本
建
散
マ
牒

t，
ミ

一

ト

[

野
直
印
刷
マ
大

詰

カ

馳

は

間
歯
科
医
院
庁

揖

潟

村

配

イ
ヤ
商
会
マ
姥

歳

ご

一

マ
み
の
や
商
庖

板
金
工
業
所
マ

し
ま
や
マ
吉
田

伊
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
庖
マ
菊
寿
L
V
ほ
し
か
マ
田
中
靴
底

月
e

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
恒

マ
今
金
郵
便
局
長
マ
束
タ
字
ン

l
今

例
町
長
末
た
す
け
あ
い
迎
砂
が
金
営
葬
所
マ
タ
ダ
ノ

主
告
マ
丸
山

士

商

事

マ

沢

鈴

鹿

マ
林
印
刷
マ
今
食
主

す
。

マ

富
田
医
院
マ
花
井
建
吾
マ
蕊
且
百
聞

底
マ
飯
田
呉
服
庖
マ
折
原
商
活
マ
辻

薬
局
マ
や
ま
と
や
合
物
庖
マ
制
服
川
商

底
マ
地
両
信
金
今
金
支
応
守
森
山
曲

科
医
院
マ
石
橋
カ
メ
ラ
庖
守
岡
本
燥

機
商
庖
マ
カ
ネ
ン
ン
A
込
麓
マ
背
山

道
薪
販
売
庖
マ
岡
林
建
設
マ
中
島
章

一
献
庖
マ
西
国
間
庖
マ
古
一
合
開
服
底

マ
山
崎
包
機
酌
会
マ
中
林
時
間
庖
守

つ
よ
ら
や
製
菓
V
由
浅
食
堂
マ
内
政

肉
庖
マ
岩
間
医
院
玄
丞
オ
l
ト
マ

山
一
ー
木
材
工
業
マ
内
ヶ
島
建
冥
庖
マ

大
品
川
匂
機
商
会
マ
ベ
い
申
7
A茎
ほ

〈
さ
ん
プ
ロ
パ
ン
マ
佐
々
木
金
物
庖

V
外
進
鮮
魚
庖
マ
桜
田
旅
館
マ
多
田

鉄
工
所
マ
島
田
屋
商
庖

く
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
河

端
町
長
は
町
議
会
議
買
の
同
意
を
得

て
町
粂
例
に
基
づ
く
々
審
町
民
と
し

て
再
度
推
即
し
た
く
ご
遺
族
に
伺
い

ま
し
た
が
、
故
人
的
遺
志
に
よ
り
辞

退
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
葬
儀
は
町

と
生
前
勤
務
さ
れ
て
い
た
和
工
警

と
合
同
で
と
り
行
う
こ
と
に
な
っ
た

も
円
で
す
。

合
同
葬
儀
は
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
十
月
二
十
九
日
通
夜
、

三
十
日

告
別
式
が
し
め
や
か
に
と
り
行
わ
れ
、

参
列
し
た
近
郊
町
村
、
団
体
内
代
表
、

町
民
な
ど
が
相
次
い
で
弔
問
。
白
菊

に
飾
ら
れ
た
祭
壇
の
遺
影
と
泣
廿
に

最
後
の
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

'v
故
安
部
義
雄
さ
ん
の
出
世
す
ゑ
さ
ん

か
ら
河
端
町
長
に

「
故
人
的
池
中
γ乞

生
か
し
て
社
A
吉
悩
祉
に
役
立
て
て
」

と
五
十
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、

赤
い
羽
根
で
お
な

じ
み
の
共
同
募
金
運
動
(
十
月
l
十

一
一
月
)
の
一
環
と
し
て
、
十
二
月
に

限
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
運
動
向

日
進
的
方
は
、
民
生
委
只
や
児
賓
委
一月

一
一
を
中
心
に
宰
秘
さ
れ
る
「
地
域
歳
末

た
す
け
あ
い
」
と
.
N
H
K
が
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
を
過
し
て
会
悶
的
に
呼

び
か
け
る
「
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ

い
」
の

J

一本
立
て
。
と
な
っ
て
い

ま
す
。恵

ま
れ
な
い
方
に
普
意
向
募
金
に

み
立
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
主
的
の
赤
い
羽
根
募

金
に
は
、
次
の
み
な
さ
ま
か
ら
大
口

/ 

今
金
土
地
改
良
区
の

総
代
が
決
ま
る

【2)

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
九
日
任
期
満

了
に
伴
な
も
よ
丞
土
地
改
良
区
総
代
選

挙
町
立
候
補
受
付
が
今
金
町
選
挙
管
理

事
責
会
で
十

一
月
十
日
締
め
切
ら
札
、

第

一
ーか
ら
第
五
選
挙
区
と
も
定
以
内
の

た
的
、
十

一
月
二
十
日
次
の
方
々
が
当

選
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。

(
受
付
順
)

〈V
一
区

(初
名
)
山
口
優
、
荒
井
正
信

谷
崎
照
雄
、
宮
崎
唯
夫
、
小
岩
朔
衛
、

桶
亨
二
、
鎌
国
政
蔵
、
阪
井
春
雄
‘
長

崎
点
、
山
口
操
‘
内
ヶ
島
準
介
、
平
原

一
夫
、
牧
田
久
平
、
末
藤
春
義
、
村
上

陸
幸
、
中
川
竹
市
、
千
葉
務
、
渡
辺
良

太
郎
、
松
尾
長
年
、
伊
藤
昭
一

〈
〉
二
区

(げ
名
)
伊
藤
辰
雄
、
樋
口
芳

男
、
川
ト
薮
夫
、
竹
内
勝

一
、
水
上
英

治
、
庫
元
苦
闘
、
谷
崎
正
、
菅
又
保
久
、

稲
垣
明
、
西
雪
消
英
、
水
野
鉄
夫
、
問

虫
吉町
、
須
田
市
太
郎
、
水
上
豆
、
白
井

武
雄
、
飯
谷
菊

一
、
岸
本
輝
義

。
三
区

(
叩
名
)
織
田
信
芳
、
新
容
子

忠
雄
、
大
口
議
光
、
大
口
良
之
、
大
口

規
則
、
大
口
英
雄
、
安
藤
栄
、
安
蕗
詩
、

岡
品
質
、
加
藤
忠
章

〈
〉
四
区

(日
名
)
松
本
敏
雄
、
西
幸
男
、

田
中
秀

一
、
和
田
昂
、
阿
部

一
夫
、
讃

岐
械
、
凹
畑
利
雄
、
山
本
久
、
村
ト
友

雄
、
河
端
家
車
、
村
瀬
惣
霊
郎

。
五
区

(7
名
)
天
沼
修
嗣
‘
天
沼
孝

男
、
牧
野
正

一
、
斉
藤
圭
、
佐
々
木
利

一
、
谷
田
隆
、

鈴
木
幸
吉

~ 

( 3 ) 



冬
期
雇
用
促
進
給
付
金

制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

i事業部三重再発助挙手荷量I
/ 

本
年
度
か
ら
給
付
金
額
も
大
幅
に
ア
ッ
プ

冬
の
訪
れ
と
と
も
に
季
節
労
働
者
の
就
労
対
策
が
緊
急
の

問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
労
働
省
で
は
、
昨
年
新
設
し

た

「
積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付
金
」
制
皮
肉
支
給
金

額
を
本
年
度
か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
、
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を
呼
び
か
せ
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
北
海

道
な
ど
気
象
条
件
の
特

に
厳
し
い
積
雪
寒
冷
一
地

に
お
い
て
、
冬
期
間
挫

設
事
業
等
町
屋
外
作
業

を
行
ヲ
卒
業
主
が
、
積

雪
や
厳
し
い
探
さ
に
よ
り
、
事
業
を
一

時
休
止
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

働
く
労
働
者
は
そ
の
問
、
失
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
ま
す
。

こ
れ
ら
の
季
節
労
働
者
向
冬
期
届
用

を
促
進
し
、
失
業
の
防
止
を
は
か
る
た

め
、
庖
用
保
険
法
に
基
づ
く
雇
用
改
普

事
業
町
一

環
と
し
て
‘

五
十
二
年
度
に

新
設
さ
れ
、
冬
期
雇
用
益
出
川
金
と
冬
期

職
業
鱗
習
助
成
金
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
は
、
こ
の
制
皮
肉
初
年
度

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
金
町
で

は
二
十
四
事
業
の
二
百
九
十
六
人
的
労

働
者
が
支
給
対
象
と
な
り
、

一
千
二
百

定
を
函
る
こ
と
を
自
的
と
し
て
‘
六
十
議

以
上
の
定
手
制
を
し
き
、
か
っ
定
年
到
達

者
を
定
年
退
職
後
も
引
き
続
き
一
年
以

卜
雇
用
す
る
事
業
主
が
受
給
で
き
ま
す
。

マ
支
給
対
仏軍
事
業
主
は

就
業
説
則
な

ど
に
よ
り
定
年
が
六
十
歳
以
上
と
主

っ
て
い
る
事
業
所
で
、
継
続
し
て

一

年
以
卜
M
服
用
さ
れ
て
い
る
六
十
歳
以

上
か
ら
六
十
五
歳
末
満
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

V
支
給
額
は
該
当
す
争
労
働
者
一
人

当
た
り
年
額
九
万
円
。

-v
受
給
的
手
続
き
一
月
末
ま
で
に
申

制
皆
、
就
業
規
則

(写
)
な
ど
を
公

共
職
業
世
定
所
に
提
出
向
、
}
と
。

空
局
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金

ニ
町
制
度
は
、
中
高
年
愉
者
向
服
用

機
会
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

日
額
は
ニ
千
三
百
五
+
七
円

北
海
道
に
お
け
る
最
低
賃
金
は
‘
地

域
包
括
ー
ー
最
低
賃
金
が
十
月
七
日
か

ら
、
各
産
業
別
最
低
賃
金
(
九
産
業
)

が
十

一
月
十

一
日
か
ら
六

0
1
六
・

六
%
の
ア
y
プ
率
で
そ
れ
ぞ
れ
下
表
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
目
的
は
、
道
内
に
働
〈

す
べ
て
の
労
働
者
向
賃
金
町
松
低
晶
酬
を

保
障
し
、
生
活
円
安
定
ル
薗
る
も
の
で
、

11111111111111111111111111111111111 

三
十
万
同
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
更
に
対
象
業
種
の

拡
大
や
給
付
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

制
度
の
活
用
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

園田給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
事
雛
主
は

お
も
に
務
部
業
な
ど
屋
外
作
業
を
中

心
に
営
む
七
業
種
に
つ
い
て

一
月
一
日

か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
季
節

労
働
者
(
対
象
労
働
者
)
を
十
日
以
上

履
っ
た
事
業
主
に
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
、

ま
た
、
所
定
の
講
習
を
実
施
し
た
場
合

は
助
成
金
も
加
算
さ
れ
ま
す
。

対
象
業
種
は
、
林
業
、
筆
業
、
採

石
業
、
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業
、
粘
土

製
品
製
造
業
、
製
材
業
、
特
定
貨
物
自

動
車
運
輸
業

(専
ら
務
政
資
材
を
運
搬

す
る
も
の
)
の
七
業
脆
で
す
が
、
建
具

製
造
業
、
並
製
造
業
、
華
用

・
建
築

中
市
年
齢
者
を
脳
い
入
れ
、
そ
の
服
用

制
合
を
高
め
た
事
業
主
が
対
象
で
す
。

マ
支
給
対
象
事
業
主
は
公
共
職
業
主

定
所
町
紹
介
に
よ
り
中
年
働
者

(四

十
五
歳
以
上
宝
十
五
歳
未
満
的
人
)

や
高
齢
者
(
五
十
五
歳
か
ら
六
十
五

歳
未
満
町
人
)
を
常
用
労
働
者
と
し

て
服
い
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
.
中
高

齢
者
向
服
用
例
合
を
苅
め
る
事
業
主

V
支
給
額
は
高
齢
者

一
人
に
つ
き
事

業
主
が
支
払
っ
た
六
か
月
分

(中
年

齢
者
は
三
か
月
分
)
町
賃
金
の
二
分

の
一
(
中
小
企
業
は
三
分
台
一
)
に

相
当
す
る
額
。
但
し
、
一
人
に
つ
き

八
十
一
万
九
千
円

(中
年
齢
者
は
四

十
万
九
千
五
百
円
)
が
限
度
で
す
。

V
受
給
的
手
続
き

中
高
年
齢
者
を
雇

い
入
れ
た
日
か
ら
一
か
月
以
内
に
申

制
舎
を
職
安
へ
提
出
の
こ
と
。

道
内
の
事
業
主
的
方
は
、
日
額
で
二
千

三
百
五
十
七
円

(時
間
給
で
二
百
九
十

五
円
)
以
上
司
賃
金
を
支
払
う
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
‘
今
凶
の
改
正
で
は
、
賃
金
を

日
給
で
定
め
た
場
合
、

一
日
内
所
定
労

働
時
間
が
当
該
事
業
所
町一

般
労
働
者

の
所
定
労
働
時
間
よ
り
短
い
方
に
つ
い

て
も
、
最
低
賃
金
の
日
制
以
上
町
民
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
主
い
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
低
民
金
的
鮮
細
に
つ
い
て

は
、
道
労
働
基
準
局
賃
金
課
ま
た
は
函

館
労
働
基
準
監
督
署
へ
。

• 
用
金
属
製
聞
製
造
業
で
理
詰
現
場
に
お

い
て
据
付
作
業
を
行
う
事
業
主
は
義
政

業
と
み
な
さ
れ
、
ニ
の
制
度
の
対
鉄
事

業
主
と
な
り
ま
す
。

E
E

対
象
労
働
者

十
月

一
日
以
降
指
定
地
域
内
の
蛍
定

業
種
か
ら
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

で、

一
月
三
十
一
日
現
在
で
雇
用
保
険

の
特
例

一
時
金
円
受
給
資
格
を
有
す
る

も
の
、
ま
た
は
対
象
期
間
前
か
ら
引
き

続
き
扇
用
さ
れ
、

一
月
三
十

一
日
現
在

で
庖
周
期
聞
が
六
か
月
以
上
あ
る
も
の
。

圏
支
給
さ
れ
る
金
額

服
用
し
た
日
数
に
よ
り

一
人
当
た
り

次
の
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

十
日
3
十
四
日

二
万
六
千
円

十
五
日
i
二
十
四
日
五
万
二
千
同

二
十
五

日

以

上

七

万

八

千

円

右
向
日
数
の
う
ち
、
四
十
五
歳
以
上

町
方
で
二
十
日
以
上
町
講
習
を
実
施
し

た
場
合
は

一
人
当
た
り
、

一
万
三
千
円

内
助
成
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

右
の
日
数
は
道
的
最
低
賃
金
以
上
町
賃

金
が
支
払
わ
れ
た
目
に
限
り
ま
す
@

閣
支
給
申
請
書
の
提
出
期
限

三
月
十
六
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま

で
に
事
業
所
内
所
在
地
を
管
理
す
る
公

雇
用
安
定
事
業
に
ご
協
力
を

定
年
延
長
・
継
続
雇
用
の
奨
励
金
制
度
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囲
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人
口
円
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で

中
高
年
齢
者
向
就
職
は
か
な
り
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
道
で
は
中
高
年
齢
者
向

雇
用
を
促
進
し
生
面
の
安
定
を
図
る
た

め
、
各
種
的
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
高
年
齢
者
服
用
率
制
度
に
基

づ
く
高
年
齢
者
の
庖
用
、
定
年
年
齢
的

延
長
及
び
定
年
到
達
者
向
継
続
雇
用
等

(昭 和 53年度改正)金賃イ!!:最の道j毎ヰヒ

に
つ
い
て
、
事
業
主
の
方
々
は
こ
れ
ら

の
奨
励
金
制
度
を
大
い
に
活
用
し
、
高

年
船
者
向
服
用
促
進
に
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

定

年

延

長

奨

励

金

こ
の
制
度
は
、
定
年
同
引
き
上
げ
の

促
進
を
由
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

定
年
年
齢
を
五
十
六
歳
以
上
に
引
き
上

e 

共
職
業
安
定
所
に
続
出
し
て
く
だ
さ
い
。

軍
支
給
申
間
の
手
続
き

助
成
金
対
象
者
は
締
習
開
始
予
定
目

的
二
迎
間
的
ま
で
に
実
施
腐
の
提
出
が

必
要
で
す
が
、
奨
励
金
対
象
者
は
巾
訓

告

(
三
部
)
の
提
出
だ
け
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
こ
の
際
、
服
用
し
た
労
働
者
向

原
用
保
険
の
特
例

一
時
金
受
給
資
格
者

証
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
粉
失
し

な
い
よ
う
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

毒
白
内
改
正
の
大
き
な
特
徴
は
、
支

給
金
額
が
大
幅
に
明
何
聞
き
れ
、

一
日
当

た
り
の
支
給
金
額
が
二
千
六
百
円
と
最

低
賃
金
を
卜
廻

っ
た
こ
と
で
す
。

事
業
主
的
皆
さ
ん
は
、
こ
の
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
、
季
節
努
働
者
の
冬

期
の
璃
用
と
生
活
の
安
定
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
.

げ
る
事
業
主
が
受
給
で
き
ま
す
。

マ
支
給
対
象
事
業
主
は
定
年
が
就
業

規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
ニ
と
。

最
初
に
定
年
延
長
さ
れ
る
労
働
者
が

対
集
と
な
り
、
継
続
し
て

一
年
以
上

服
用
さ
れ
て
い
る
方
。

'v
支
給
額
は
該
当
す
る
労
働
者
一
人

当
た
り
、
年
額
十
八
万
円
。

-v
受
給
の
手
続
き
一
月
末
ま
で
に
、

申
訪
宮
、
就
業
風
則

(
写
)
な
ど
を

公
共
職
茅
世
定
所
に
提
出
の
-
}
と
。

継

続

一

雇

用

奨

励

金

」
の
制
度
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
安

【4)

...J 

(欄祖母動手尚、通勘平樹、京繍平幽...入.れませんJ ・低金旬以ょの賞金金支払わないと埠温度と必り 処罰される ζ とがあります。

北海道労働基準局・労働基懲監督岩

( 5 ) 



町民ひろば口口地域町できごと、話題、町政への意見、要望 生活の知恵などを必帯せ〈ださい口口町民ひろば

今
年
、
町
交
通
世
全
推
進
世
賀
会

が
街
頭
で
行
い
ま
し
た
交
通
遺
児
向

武
色
い
羽
般
募
金
に
は
、
み
な
さ
ま

の
岐
か
い
ご
支
般
に
よ
り
五
万
九
千

円
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
町
民
的
諮
意
向
結
栄
に

よ
る
基
金
が
道
内
向
日
等
学
校
に
在

学
す
る
交
呼
遺
児
訴
に
対
し
て
奨
学

金
が
貸
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
自
は
、
交
洋
退
児
ま
た
は
盛
度

後
必
傷
害
者
向
子
弟
に
貸
付
さ
れ
て

い
ま
す
奨
牢
金
制
度
に

つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

マ
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
で
は

道
内
の
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い

る
者
が
対
象
で
、
貸
付
傾
は
月

一
万

円
で
時
利
子
。
貸
付
期
間
は
率
業
ま

で
、
返
済
は
貸
付
終
了
後

一
年
同
丸

世
き
、
そ
向
後
十
年
間
的
均
等
年
賦

広報 ロロ お Lらせ 口口口 広報 口口 お Lらせ ロロロ 広報 ロロ お Lらせ ロロロ 広 報 ロロ お Lらせ 口口

..，る自のあなた・ー写真をさしあげます.

・児童手当が変わりま Lた
昭和47年に発足した 「児抵手当

法なと J がIO月から一昔11改正に主
っています.

この制度は、 18歳未満町児童を

3人以上縫っていて、そのうち l
人以上が中学校卒業まで円児童で
あることを条件に、 3人目以降町

児童に支給されるものです.

今回同改正で.支給額が3人目

以降町中学校卒業前向児ili1人に
つき、住民税同所得曹11り楳税者に

は 5千向。非課税者(低所得者)
には 6千円が支給されることに主

りました.

.工業統計調査にご協力を
毎年、 12月31日現在で全国一斉

に工業統計澗査が実施されます。
この捌査は、全図的製造業に属

するすべての事業所を対象に別査

し、その築悠をはあくして生産活

動に闘する基礎資料とす るほか、
各続行政施策的指針とするむので

す。

調査する事項は、経営組織及び

資本金制 従業者数、現金給与総

Yつが家の戸イド)1./'

)

い
イ
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ア
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い

き

プ

係

一

時

か
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む

せ

嫌

子

y
報

(

6

リ

て

ま

大

お

ナ

広

羽

成

あ

れ

き

は

の

ス

一

2

2
が

か

泣

ん

で

の

・

の

う

た

で

さ

ま

常

い

一

ん

ん

よ

た

け

屋

歳

日

さ

一

き

や
さ

に
だ
床

3
ど
だ

郎

ち

い

マ

た

と

な

〈

七

之

あ

マ

つ

者

中

念
せ

正

と

て

い

医

集

配

寄

木

康

胸

し

と

釘

幕

日

お

鈴

度

を

一

も

直

生
を

e

r
J
た
タ
で

写
誕

真

一

で
す
。
な
お
、
大
学
等
に
入
学
し
た
場

合
は
卒
業
ま
で
据
世
き
、
卒
業
後
三
年

間
で
均
等
年
賦
返
泣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
毎
年
四
月
末
ま
で
で
す
。

-v
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
的

お
子
さ
ん
に
育
成
資
金
と
し
て

一
人
当

た
り

一
時
金
が
十
万
円
、
毎
月
の
貸
付

額
は
九
千
円
、
入
学
支
度
金
は
二
万
七

千
円
で
す
。
返
済
は
貸
付
終
了
後

一
年

悩
世
き
二
十
年
以
内
向
均
等

(年
賦

・

半
年
賦
月
賦
を
選
択
可
)
で
す
。

'v
交
通
遺
児
育
英
会
で
は

高
校
(
高
専
)
生
は
月
額
一
万
円
(
私

立
は

一
万
五
千
円
)
大
学
生
は
二
万
円

(特
別
貸
与
は
三
万
円
)
大
半
院
は
五

万
円
。
ま
た
、
私
立
高
校

・
大
学
へ
の

入
学
一
時
金
は
高
校
二
十
万
円
、
大
学

二
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

b会 場

‘' 

ラジオの周波数万変わる

夕方になるとラジオ服送|己ピ

という音ガ混ざり聞きづらい経験

をお持ちの万ガ多いと思います。

これは、日本のラジオ股送ガ10

剛zおきに股送周波叡をきめて肱送

しているEこ苅し、近隣国の申こ

8-9KHz間隔で股送レてい壬圏ガ

あるだめ、取送周波叡巳差万生じ、

それらの周波叡差ガビ ト防害に

なるためです。 そこで関係各国で

こ¢問題を解決守るだめ周波数間

鳴を9KHzl::統ーすることになりま

し足。新しい周波書聖1<:1:什用13日ガ

ら一斉に蛮りま草。 FMと短波は

変わりまぜん。

周誼獄 (KH z 

旭区 局 名
宜霊前 新

NHK軍1 因。 67も

函館
NHK軍2 1470 1467 
北海軍血道 明。 鉛0
キω現テレビ 1田0 1日7

令室
NHK軍司 1160 1161 
NHK葺2 '5同 1539 

NHK罵 1 780 945 

室蘭
NH ，軍2 HllO 1125 
H 8 C 860 864 
S T V '440 1440 

( 6 ) 

NHKt:ゴより

ご
存
知
で
し
ょ
う
か

こ
れ
ら
申
し
込
み
の
手
続
き
な
ど
く

わ
し
い
こ
と
は
役
場
町
民
制
交
通
安
全

係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

固
感
謝
し
ま
す
図

-
社
協
愛
情
銀
行
に
預
託
・
払
い
出
し

マ
斉
藤
静
江
さ
ん
(
札
眺
市
)
か
ら
ニ

千
円
を
愛
情
銀
行
へ

マ
住
吉
政
行
さ
ん
(
商
工
団
地
)
か
ら

爪
切
り
各
十
丁
主
允
の
星
学
図
と
mA

舟
閏
へ

マ
大
合
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
光
町
里
学
函
に
、
二
千
円

寺
小
百
合
保
育
園
へ

マ
タ
ダ
ノ
チ
ェ

ー
ン
今
金
支
庖

(八
嶋

町
)
か
ら

一
方
主
千
百
七
十
四
円
を

愛
情
銀
行
基
金
へ

マ
千
葉
呉
服
届
(
八
幡
町
)
か
ら
毛
布

十
五
枚
を
盟
舟
幽
へ

マ
藤
倉
勝
雄
さ
ん
(
稲
穂
)
か
ら
亡
父

(
久
左
ェ

門
氏
)
の
香
略
志
し
と
し

て
三
十
万
円
を
極
川
小
学
校
に
、
二

十
万
円
を
愛
情
銀
行
基
金
へ

2②0221 
宮④5321
E④5321 
E④5011 
官②0324

.12月の休日当番医

3日 今金町国保病院

10日 ~t鎗山町国保病院
17日 北楠山町国保病院
24日 北柏山町平病院

31日 今金町日田病院

八
十
円
ほ
ど
で
食
べ
れ
る
と
あ
っ

て
日
附
日
を
家
族
づ
れ
で
訪
づ
れ

る
人
た
ち
に
大

M
許
で
し
た
。
日

ご
ろ
は
サ
ー
ク
ル
内
で
新
味
肉
料

理
づ
く
り
に
腕
を
山
る
っ
て
山
米

ば
え
を
試
食
し
た
り
、
と
き
に
は

函
館
市
へ
述
侃

L
M
食
会
を
か
ね

て
テ
ブ
ル
マ
ナ

l
L勉
強
す
る

と
い
う
。
こ
う
し
た
地
道
な
活
動

で
次
第
に
腕
前
が
上
り
調
理
も
手

が
こ
ん
で
く
る
た
め
、
間
州
別
仕
ぷ
倒

的
不
足
が
悩
み
の

一
っ
と
か
。
し

か
し
、
「
物
価
高
町
中
で
少
し
で
も

安
〈
簡
単
に
お
い
し
く
調
理
し
て

楽
し
い
家
族
団
ら
ん
の
坊
に
役
立

て
る
の
が
ね
ら
い
」
と
悟
る
お
母

さ
ん
た
ち
か
ら
明
る
い
家
庭
内
股

か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

~ノ

手
料
理
で
楽
し
い
団
ら
ん
を

ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
お
母
さ
ん

⑮
 

⑧
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
ぽ
づ
け
よ
」

@
「
も
っ
す
ぐ
よ
1
」
と
町
民
セ
ン

お

)
夕
刻
理
出
ー
で
は
お
母
さ
ん
た
ち

川
ハ
ー
が
大
わ
ら
わ
。
十

一
月
五
日
文
化

/
代
¥
山
県
市
町
以
終
日
に
サ
ー
ク
ル
が
附
い

圃

た
バ
ザ
ー
は
、
お
い
な
り
、
お
せ

圃

き
飯
、
サ
ン
ド
イ
y
チ
な
ど
が
行

黄
色
い
羽
根
の
奨
学
金
制
度

号が与之られ、社会的lニ認めら

れます.

b訓練科目(J年) 洋Il~M20名
製くつ科15名、電子機器科15名
経理事務科30名、建築製図科20
名、時計修理科20名、印刷技術

科20名、洋裁科20名、 写真植字
科20名、木村工芸科20名

b入校日 昭和54年 4月上旬
b寄宿舎全只寄宿舎に入咲

なお、入校希望者のために説明

会及び訓練受脱適性相談に応じて
います町で、〈わ Lくは政訴りの

公共職業安定所か本校O!I話01255
2局2774番)へおたずねください。

・古い簡易保険に可寺別措置。

郵便局では、昭和24年 5月以前

にご加入町契約をお持ちの方に対

し 申し出により保険金と配当金
のほかに「特別付1111金J をお支払
いして 契約を終了する取扱いを

しています。

この 「特別措置J の取扱JUI聞は
次のとおりとな っていますので、

お手もとの保険証位をお確かめの

うえ、早めに郵便局にお申し出く
ださ L、。

b昭和16年 3月31日以前に加入町
契約~53年 1 2 月 31 固まで

b 昭和16年 4月 1日以後に加入町
契約~54年 6 月 30固までに申 L
出〈ださい。(今金郵便局〉

瓶、原材料及(J'燃料使用額、主要

原材料名‘製造品出荷額、在lill額、
有形固定資産相.工業用地及び工
業用水音どとな っています。

日制査に際しては、知事が任命し
た間王監貝が対象事業所を訪問 Lて

測班取の記入をお臨l'、しますので
ご協力ねがいます。

.冬季道外出稼現地職業紹介梱鮫

例年、東京都、神奈川、地玉、
千葉、愛知町各県に対する冬季1:11
( 1月から 3ヶ月 ないし 6ヶ月r品

労)の出稼現地集団選考会を本年

度も下記によりIlH111iしますので、
就労ご希望の方は当日会場へお越
し向上ご相談ください。

b日時昭和53年12月15日 (金)

午前 9時ー午後 4時

2回 目 昭 和54年 1月12日(金)

午前 9時ー午後 4"" 
両日と L函館市新川町29
の15 パークホテル会E控
室 (旧大分軒ホテル)

電話23-0128番

〈函館公共職業安定所〉

・道身体障害者職禦訓練生募集
北海道身体障笹者職業訓練校

(砂川市)では次によ り訓練生を

募集しています.

b資格 身体障答者一で.障害の症
状が閏定しており、訓練に耐え

ることができる人。

b訓練中町特典 訓練受講期間中
は、月額 6万 2千円-7万円脱

皮肉訓練手当が支給されます。

b経質 入校中町授業料や教材質
はかかりません.

b林号修了時に技能川合に合格

すると「北海道技能士布mJの刷、

家
庭
と
性
格
づ
く
り

よ
く
問
題
の
子
ど
も
は
、
問
題
肉
親

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
八
月
号

か
ら
十
月
号
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、

ふ
ん
い
気
の
欠
け
て
い
る
家
庭
は
、
多

か
れ
少
な
か
れ
問
題
町
家
庭
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
の

諸
条
件
を
一件
び
く
り
か
え
し
述
べ
る
必

要
も
な
さ
そ
う
で
す
か

句
、
ま
だ
触
れ

4
か
っ
た
条
件
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。

-v
中
途
半
ば
な
両
親
の
あ
り
方

昔
は
厳
父
老
母
と
い
う
考
え
方
が
尊

重
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
親

の
き
び
し
さ
が
適
度
を
越
え
る
と
、
子

ど
も
と
の
問
は
心
理
的
に
速
く
離
れ
、

子
ど
も
を
か
え
っ
て
荘
'
什
化
へ
追
い
や

る
よ
う
な
こ
と
も
起
っ
た
の
で
す
。
で

も
、
両
者
の
調
和
が
う
ま
く
保
た
れ
れ

ば
子
ど
も
の
性
格
づ
く
り
は
う
ま
く
い

=自衛隊・生徒募集中=

b資格 54年 4月 1日現在で15

歳以上17歳未満町中卒者 (54

年 3月卒業見込み含む)列子

b試験第 l次54年 l月5目、

第 2次54年 1月14日か15日

b合格発表 54年 3月1日

b待遇 1学年で月額82，300円

b詳しくは募集事務所(2-0258)

希望を大きくひろげよう

っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
は
と
か
〈
問
題

が
あ
る
よ
う
で
す
。

戦
後
の
ι不
妊
で
は
、
父
親
同
権
威
が

失
わ
れ
て
、
人
間
と
し
て
大
事
な
こ
と

が
句
に
関
し
て
は
、
確
固
た
る
し
つ
け

を
す
る
こ
と
が
欠
け
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
主
い
で
し
ょ
う
か
。
母
親

も
子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
勉
強
は
よ

く
す
る
よ
う
に
主
り
、
い
わ
ゆ
る
教
育

7

7

に
な
リ
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
知

的
に
な
り
す
ぎ
て
、
日
本
町
図
的
母
親

と
し
て
抗
盟
主
催
し
さ
、
あ
た
た
か
さ

を
発
抑
す
る
と
い
う
占
で
は
十
分
で
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

急
速
に
発
展
し
て
い
く
社
会
的
中
で

も
っ
と
も
大
棋
に
し
な
け
れ
ば
主
ら
主

か
っ
た
刑
判
明
の
し
つ
け
で
あ
っ
た
の
に
。

父
親
が
女
性
化
L.
母
親
が
男
性
化

す
る

H

し
か
も
、
そ
の
い
ず
れ
も
中
途

半
ば
だ
と
い
rつ
こ
と
は
、
子
ど
も
の
性

格
づ
く
り
の
?
え
で
は
、
よ
い
条
刊
と

な
ら
な
い
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い

る
こ
と
で
す
ネ
。

(神
丘
小
学
校
長

西
里
貞
説
)

(7) 



緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

略
的
花
を

一
足
先
に
楽
し
む
方
法
に

球
恨
の
水
栽
鳴
が
あ
り
ま
す
.

こ
れ
は
球
恨
と
水
栽
培
用
の
容
器
が

あ
れ
ば
肥
料
を
使
わ
ず
、
水
だ
け
で
花

を
院
か
せ
ま
す
。
従
っ
て
良
く
栄
養
を

た
く
わ
え
た
球
似
を
使
い
、
花
を
楽
し

ん
だ
後
球
棋
は
拾
て
ま
す
。

水
栽
培
に
使
わ
れ
る
の
は
、
秋
植
え

球
恨
の
う
ち
、
ヒ
ア
ン
ン
ス
、
ク
ロ

y

カ
ス
、
ス
イ
セ
ン
な
ど
が
栽
培
し
や
す

⑪ 

球
根
類
の
水
栽
培
の
方
法

[雇J'iキ11l-.F・7
L~__. … ， 

1 <':'-1ポド三I'!'-
己よu じ u

く
、
栽
培
の
時
期
は
れ
温
が
根
町
抽
庁
長

に
適
し
て
い
る
初
冬
か
ら
始
め
ま
す
。

恨
は
暗
や
み
の
中
で
伸
び
る
も
の
で

す
か
ら
、
谷
川
市
ご
と
時
い
所
に
泣
い
て

発
似
を
促
し
ま
す
。
ス
イ
セ
ン
や
ヒ
ヤ

ン
ン
ス
の
般
は
長
期
間
暗
い
所
に
託
〈

と
、
一
石
器
内
で
根
が
充
満
し
ま
す
。
五

六
日
，
伸
び
た
ら
明
る
い
所
へ
出
し
、
般

的
仰
ロ
討
を
抑
え
な
が
ら
古
川
て
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
時
私
に
町
出
に
あ
わ
せ
る
と

茎
繋
が
ム
ダ
に
伸
び
た
り
、

咲
い
た
花

が
乱
れ
た
り
、
時
に
は
花
が
咲
か
な
か

っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
十
五
度
1
二
十

度
C
位
向
温
度
下
に
置
く
-
」
と
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
美
し
い
花
を
日
明

か
せ
る
に
は
、
よ
く
日
光
に
あ
て
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
明
る
い
窓

き
わ
に
置
く
と
室
内
で
も
比
較
的
温
度

が
低
ノ
¥
日
光
を
十
分
吸
収
し
ま
す
。

答
器
内
町
水
が
著
し
〈
減
っ
た
時
は

そ
の
分
を
補
給
し
、
十
日
に

一
度
位
向

割
合
い
で
全
部
入
れ
替
え
ま
す
。
い
ず

れ
の
場
合
に
も
水
温
は
十
五
度
C
以
上

の
〈
み
お
主
水
を
用
い
ま
す
。
ま
た
、

容
器
い

っ
ぱ
い

に
入
れ
る
の
で
な
ノ
¥

球
根
町
底
部
が
ぬ
れ
を
い
よ
う
に
一

i

一一
H

シ
あ
け
て
や
ら
な
い
と
球
根
が
腐
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
液
肥
な
ど
は
水
カ

ピ
や
穂
町
発
生
以
函
と
な
り
、
般
ぐ
さ

れ
を
お
こ
す
の
で
号
、
え
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
管
理
し
て
や
り

ま
す
と
芽
が
伸
び
、
楽
が
で
て
、
や
が

て
つ
ぼ
み
を
も
ち
美
し
い
花
を
映
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
咲
い
て
い
る
花
を
長
も

ち
き
せ
る
に
は
、
室
温
の
低
い
日
中
で

も
十
五
度
C
以
下
で
、
夜
間
に
は
五
度

C
位
向
所
に
世
い
て
や
る
よ
う
な
思
い

や
り
も
大
切
主
管
理
的
一
つ
で
す
。

-
図
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
よ
ろ
ニ
ぴ

良
い
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
心
的
広
い
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
迫
知
市
ず
か
ら
の
メ
ン

セ
ジ
と
と
も
に
二
十
冊
の
エ
ゾ
松
文
庫
が
十

一
月
十
三
日
、
中
里
校
に
届
け

」ワれ
、
子
E
も

た
ち
は
新
し
い
本
を
手
に
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。

3住民の割l制
前月に

比べて
人口 9.454(+5)

:男時 4，623 (+ 7) 

1女ζ4ι，8幻31(一 2川) 

世帯 2.7河日7(+什10川) 

(叩
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図
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

加
藤
直
樹
町
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栄
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長
男
)
H
め
出
町

南
側
さ
と
み
W
A
(
秀
樹

二
女
)
旭
町

山
本
資
氏
%
(
教
之
長
男
)
神
丘

岡
林
澗

一
山町沖
(

倍

長

男

)

八

束

発
行

・
北
海
道
今
金
町
役
場

=広級=

トヒベγクス

〔日〕

-
国
代
地
区
で
温
泉
ポ
ー
リ
ン
グ

種
川
町
温
泉
よ
り
高
温
が
見
込
ま
れ

る
田
代
地
区
で
九
月
十
九
日
、
視
泉
ポ

ー
リ
ン
グ
の
起
工
式
を
行
っ
た
(
写
真
)

が
、
山
間
念
に
も
三
百
六
十
日
川
で
岩
盤
に

突
入
し
た
た
め
、
道
立
地

τ資
源
制
削
査

所
と
再
度
協
議
し
た
上
、
場
所
を
変
、
え

て
掘
削
す
る
予
定
だ
。

~ 
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本

光
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W
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(
正
義
長
男
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団
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行
長
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大
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町
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世
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滋
記
長
女
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昭
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町

村
上
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美
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(
忠
弘
長
女
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神
丘

消
水
友
立
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町
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(
克
長
男
)
日
の
出
町

佐
蔵
由
美
子
%
(
弘
一
長
女
)鈴

金
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回
朋
長
一
弘
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政
審
長
女
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尚
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町

佐
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ひ

チ

鬼

(

進

民

k
)来
日
肝

大

口

彩

wm(
治

長

女

)

旭

台

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

高
橋
光
立
H
H
細

川

陽

子

斉

藤

人

守

1
刻
中
紀
芋

岩

崎

健

司

l
奥
村
真
由
美
旭

今

野

長

H
H近

藤

悦

子

旭

三
浦

務

l
坂

本

妙

子

八

森

川

紀

放

1
坂
TJ臼
A
U
T

鈴

蘭
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

宮

崎

一

義
W
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六
十
三
歳

回
苅
子
つ
る
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八
十
九
歳

安
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親

弘
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十
歳

奥
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ス
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w
m
八
十
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内
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九
十
五
歳
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F
w
m
七
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安
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義
雄
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八
十
四
歳
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